
哲学のリーディング大学院生とし
て、他分野との根本的な考え方の違
いに戸惑うことがいまだに多くあり
ます。他分野との溝を、議論を通じ
て埋めていく作業こそが一番の課題
であり、同時に魅力でもあると感じ
ています。

まだリーディング大学院に参加した
ばかりで戸惑うことが多いですが、
ここに新しいことを始める環境があ
るということはしっかりと感じるこ
とができます。これからどんどん新
しいことにチャレンジし、実りのあ
る大学院生活にしていきたいと考え
ています。

リーディング大学院プログラムが始
まってからまだ 6 か月程度ですが、
この短期間に理学研究科に在籍する
だけでは触れることができない研修
や授業を経験し、他の研究学問との
交流が増えたことが自身にとって大
きな収穫と感じています。

山田 修司
文学研究科

文化科学専攻

小林 龍一
工学研究科

機械システム
デザイン工学専攻

柳田 泰宏
理学研究科

地学専攻

東北大学リーディングプログラム推進機構
グローバル安全学教育研究センター
リーディング大学院担当事務局
〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉6-6-11
 東北大学　工学研究科　総合研究棟9F
E-mail:gs-koho@bureau.tohoku.ac.jp　TEL.:022-795-4926
※お問い合わせはメールでお願いいたします。
http://www.g-safety.tohoku.ac.jp/

＜医工学研究科＞医工学
＜災害科学国際研究所＞
＜流体科学研究所＞
＜東北アジア研究センター＞
＜学術資源研究公開センター＞

［プログラムコーディネーター］
教授　湯上 浩雄

（工学研究科　機械システムデザイン工学専攻）

［特記事項］
・本学に新設された災害科学国際研究所の先端的な研究成果

に基づいて、災害科学国際研究所、工学研究科、理学研究科、
文化系研究科等が共同して教育プログラムを提供

・修了者には自専攻が授与する博士学位記に「グローバル安全
学トップリーダー育成プログラム」を付記

［プログラム開始年度］平成25年度から開始
［募集受講生数］約30名／年
［プログラム担当者数］67名

専任教員10名、東北大学53名、その他4名
［参加部局］12部局・21専攻科

＜文学研究科＞文化科学、人間科学、歴史科学
＜法学研究科＞法政理論研究
＜経済学研究科＞経済経営学
＜理学研究科＞天文学、地球物理学、地学
＜工学研究科＞機械システムデザイン工学、ナノメカニクス、

航空宇宙工学、量子エネルギー工学、電気エネルギーシス
テム、化学工学、土木工学、都市・建築学、技術社会システ
ム、バイオロボティクス

＜情報科学研究科＞応用情報科学
＜環境科学研究科＞環境科学

学生の声

第 1 期生 第 1 期生第 1 期生



グローバル安全学に関わるトップリーダー

リーディングプログラム推進機構

最先端の研究と教育の融合
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産官連携

地震・火山・津波・気候変動
低頻度巨大災害・情報リスク

センサーネットワーク

地震・噴火予知研究観測センター
大気海洋変動観測研究センター
惑星プラズマ・大気研究センター
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育
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災害リスクの予防・低減技術
防災・減災社会インフラ
エネルギーセキュリティー
環境技術・ロボティクス

安全・安心の社会学
心理学・倫理学・人間社会対応

地域都市再生

JAXA DOWA 産総研
JAMSTEC IBMなど

国際連携
Stanford大　Harvard大　USGSなど

土木科学　都市・建築学
機械システムデザイン工学
電気エネルギーシステム工学
化学工学　技術社会システム

環境科学

　本プログラムの特徴は、本学に
新設された災害科学国際研究所
が目指す「実践的防災学」に基づ
く学際的かつ先端的な教育研究
を行うと共に、災害科学国際研究
所、工学研究科、理学研究科、環
境科学研究科、文学研究科、法学
研究科、経済学研究科等が参画
することにより、震災からの復興
現場での活動や、世界的研究活
動を通じて人材を育成することで
す。さらに人類社会共通の課題で
ある気候変動や、原子力事故に
代表される巨大システム事故へ
の対応、世界的なエネルギーセ
キュリティ問題等の解決に貢献で
きる人材の育成に取組を展開し
ていくことにあります。

12部局21専攻科が参画した文理融合型教育によるグローバル安全学トップリーダーを育成します

　東北地域に甚大な被害を与えた東日本大震災は、地理的・社会的にグロー
バルに波及した災害であり、その影響は甚大で長期にわたる時間スケール
での復興が必要であり、被災地域の社会基盤や産業基盤の本格回復には
至っていません。さらには原子力発電所の再稼働を含めたエネルギー政策の
大転換を議論せざるを得ない状況となっています。本プログラムでは、博士
課程前期後期一貫教育による人材育成プログラムで、部局の枠を超えて文
系・理系を含む学生（リーディングプログラム院生）集団で教育を行い、東日
本大震災に代表されるグローバルデザスターから人命・社会・産業を守るこ
とに貢献できるグローバル安全学リーダーをアカデミアのみならず、世界的
企業や国際機関などの多様な分野に輩出することを目指します。

リーディングプログラムに選抜された学生は、リーディングプログラム院生としてセンターに所属して、
Convergence Labにおいて異分野学生との交流の中で切磋琢磨することで、リーダーとして成長します。


